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１．はじめに 

 海洋プラスチック問題は，今や気候変動と並ぶ環

境問題として知られるようになり，特にマイクロプ

ラスチック(5mm 未満のプラスチック，以下：MPs)自

体の物理・化学的特性のみならず，その添加剤や環境

中で吸着した残留性有機汚染物質による生物への影

響が懸念されている 1)ため，日本全国においてマイ

クロプラスチック汚染状況の把握が進められている．

大塚ら 1)は，70 河川，90 地点で河川表層水における

MPs 調査を行い，日本全国の河川における MPs 数密

度を示した．栗山ら 2)は東京湾におけるレジンペレ

ットによる海洋汚染を調査し，レジンペレットによ

る海洋汚染が湾全体にわたっていることを明らかに

した．田中ら 3)は 4 つの下水処理場を対象に調査を

行いMPsの除去に沈殿処理が有効であることを示し

た．このように，海域における MPs の汚染状況の把

握やMPsの流入源と考えられる河川や下水処理場に

おける MPs の流出量の把握が進められている．しか

しながら，流入源と海域を総合的に調査し MPs のマ

スバランスについての調査事例は少ない． 

本研究では，人口の集中する東京湾の湾奥部に着

目し，船橋市から東京湾へ流出する MPs のマスバラ

ンスを把握することを目的として海老川や高瀬下水

処理場における MPs の流入量，流出量の把握と海域

における MPs 汚染状況の把握を継続的に実施した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．MPsの調査概要 

(1) 船橋市内から東京湾への MPs 流入源 
 船橋市は東京湾の最奥部に位置する人口約60万人

(約29万世帯)の中核都市で，千葉県において2番目，

全国でも 26 番目に人口の多い都市である．市内を介

して東京湾へ流入する水系は，2 級河川の海老川（総

河川延長 37.99km），真間川（総河川延長 2.97km）流

入である．海老川は市内を源流として市内のみを介

して東京湾へ流入し，真間川は江戸川支流の一部と

して船橋市市内を流れている．もう 1 つの流入源と

して，市内に 2 つの下水処理場がある．高瀬下水処

理場は，分流式の処理場であり市内から集積された

雨水はそのまま東京湾へ放流し，下水は高度処理の

後に放流されている．西浦下水処理場は，合流式の処

理場であり，市内から集積された下水および雨水が

高度処理後に二俣川を経由して東京湾へ流入してい

る． 

(2) MPsの調査方法および分析方法 

調査期間や調査方法を整理し表-1 に示した．一部，

強風などにより実施できなかった月は未実施とした．

また，高瀬下水処理場の塩素混和地における 2L の

MPs調査ではMPsがほとんど検出されなかったため，

2021 年 6 月より 2000L の直接採取を行った．MP の

分析は，環境省 5)および NOAA6)のガイドラインに沿

って行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 調査期間および調査方法 

期間 調査方法

底質 2020年6月～2022年12月 環境省が推奨する底質調査方法（平成24年8月）4)

表層水 ー 船橋①における海底土，海域表層水のMPs個数密度の比から推定した．

船橋① 26

船橋② 25

船橋① 11

船橋② 9

流入水（２L） 2020年11月～2022年10月

汚泥（２L） 2021年1月～2022年10月

流出水（2000L） 2021年6月～2022年9月 14

海域

2021年4月～2022年11月 環境省のMPsモニタリングに関するガイドライン5)

高瀬下水処理場

流入水：最初沈殿池において直接採取

汚泥　：管路内からバルブをひねり直接採取

流出水：塩素混和池において2,000Lを直接採取

後処理：試料は濾紙を使用して吸引濾過した．

表層水

85

83

調査場所

河川

2020年6月～2022年12月海底土 環境省が推奨する底質調査方法（平成24年8月）4)

調査回数（回）

29

ー
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３．MPs調査結果 

 調査結果を基に船橋の海域におけるMPsのマスフ

ローを作成した（図-1）．八栄橋は上流からの物質循

環点であるためMPsの流入量が 0.756個/㎥と高い値

となった．また，河口に位置する八千代橋では 0.241

個/㎥であり，河川から海域に流出している MPs の量

である．また，湾内に位置する船橋①では 0.239 個/

㎥であり，河川から流入してきた MPs の量と同程度

であった．また，沖合に位置する船橋②では 0.082 個

/㎥であり一番低い値となった． 

高瀬下水処理場では，流入量が 2300 個/㎥と多い

が流出水では 3.393 個/㎥と少なく，MPs の除去率が

約 99.8%と高い結果となった．しかし，平常時におけ

る下水処理場から海域へのMPsの流出量は河川から

の流出量と比べ約 14 倍であり多くの MPs を流出し

ている．また，豪雨等の影響による簡易放流時は流入

水が直接排水されるため，MPs の汚染が進むため対

策が必要であると考えられる．高瀬下水処理場から

流入する MPs の影響により船橋①における MPs 濃

度が上昇し，八千代橋と同程度の汚染状況になった

と考えられる． 

河川底泥や海底土はMPs濃度が表層水と比べオー

ダー的に高い．その要因として MPs の沈降速度と埋

没速度の違いが挙げられる．MPs 片(0.3-2.0mm)の平

均沈降速度を 101-102m/d であり 7)海底土の埋没速度

は 2.7×10-4m/d である 8)．船橋の海域の水深は約 10

ｍ程度であるため MPsは 1 日で表層から海底土に堆

積するが海底土は 1 日 0.2mm程度しか埋没しないた

め，海底土の MPs 濃度が高くなると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

本研究では，船橋市における MPs のマスバランス

を把握するために，海域と海老川，高瀬下水処理場に

おける MPs 個数密度を把握し，マスフローを作成し

た．主な結論は以下に示すとおりである． 

・河川上流から海域沖合にかけて MPs は沈降し堆積

しながら流出している． 

・下水処理場の MPs の除去率は約 99.8%と高いが河

川の流入量を比較すると高い値となっている． 

・MPs の沈降速度と埋没速度の差が大きいため，河

川底泥や海底土に表層水と比べるとはるかに多くの

MPs が堆積している． 
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※図中，括弧内はMPs量（個/㎥）
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